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財務情報

半導体材料事業とライフサイエンス事業を中心とし売上収益を
押し上げています。上記2事業の主要市場は、海外であり海外比
率は増加傾向にあります。

売上収益 海外比率
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2024年度に向けた経営方針で掲げた過去最高利益600億円以
上の達成に向けて、高付加価値製品へ資本を優先的に投入し、
さらなる利益率の向上に努めていきます。

営業利益 営業利益率
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2024年度に向けた経営方針に掲げた事業目標であるROE10％
以上の達成に向けて、高付加価値製品へ資本を優先的に投入し、
さらなる利益向上などによりROE向上に努めます。

親会社の所有者に帰属する当期利益 ROE
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事業拡大に向けたM&Aなどにより資産は増加傾向にあります。
財務健全性維持のために、中期の資源配分方針の設定や、ROIC、
ROEなど資産効率、投資効率の管理を全社ならびに事業別に
行っています。また、財務健全性を維持するDebtキャパシティ
のモニタリングや調達手段の多様化の取り組みなどを適宜行っ
ています。

資産合計
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成長分野への投資を着実に実行していくことにより、持続的な利
益成長を達成し、企業価値の向上を目指しています。

フリー・キャッシュ・フロー
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経営方針期間中に2,500億円程度の営業キャッシュ・フローを想
定しています。内訳として、1,400億円程度はCAPEX（資本的支
出）として半導体材料事業とライフサイエンス事業への投資を計
画しています。その他の使途として、機動性と柔軟性を高めつつ
M&Aを含めて成長投資を実行していきます。

設備投資 研究開発費
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※2021年度よりエラストマー事業を非継続事業に分類しています。2020年度は、一部を組み替えて表示しています。
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